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ぐ
ん
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
倶
楽
部

（
林
整
会
長
）は
、６
月
30
日
、前
橋
市
・

ぐ
ん
ま
共
済
会
議
室
に
お
い
て
、
第
11

回
通
常
総
会
・
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

林
会
長
が
欠
席
の
た
め
、
佐
羽
宏
之

副
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
佐
羽
副

会
長
を
議
長
に
議
案
の
審
議
を
行
い
、

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
事
業
計
画
・

収
支
予
算
、
経
費
の
賦
課
・
徴
収
方
法

に
つ
い
て
、
満
場
一
致
で
原
案
通
り
可

決
承
認
・
決
定
し
た
。

　

議
案
の
審
議
を
終
え
た
後
、
来
賓
の

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
前
橋
支

店
長
・
櫻
井
浩
嗣
氏
が
挨
拶
を
述
べ

た
。

　

通
常
総
会
終
了
後
、
２
部
構
成
で
の

研
修
会
を
行
い
、
第
１
部
で
は
「
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
利
益
実
感
は
本
来
業

務
の
改
善
で
引
き
出
せ
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
審
査
人
・
笠

原
雅
男
氏
が
講
師
を
務
め
た
。

　

笠
原
氏
は
、
ま
ず
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
は
企
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
の
優
れ
た
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
単
純
に
電
気
・
ゴ
ミ
・
紙
等
の

削
減
に
取
組
む
だ
け
で
は
、
内
容
が
陳

腐
化
し
行
き
詰
っ
て
し
ま
う
と
指
摘
。

　

更
に
、
取
組
み
を
本
来
業
務
の
改
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
に
よ
る
利
益
を
必
ず
実
感
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
強
調
し
た
。

　

最
後
に
、
本
来
業
務
の
改
善
に
は
、

「
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
」
を
徹
底
的
に

洗
い
出
し
、
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、そ
の
上
で
、エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
の
活
動
に
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

講習会の様子
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続
く
第
２
部
で
は
、「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
の
取
組
み
に
よ
る
経
営
力
向
上
〜

社
員
の
気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
す
る
本
来

業
務
の
改
善
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
株
式

会
社
み
や
ま
代
表
取
締
役
・
百
瀬
真
希

氏
が
講
演
を
行
っ
た
。

　

百
瀬
氏
は
、
認
証
・
登
録
前
か
ら
社

内
で
環
境
活
動
に
取
組
ん
で
い
た
も
の

の
、
審
査
の
際
に
「
現
在
の
取
組
み
は

事
務
局
だ
け
の
や
っ
つ
け
仕
事
」
と
厳

し
い
指
摘
を
受
け
、
全
社
体
制
で
の
取

組
み
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
と
説
明
。

　

そ
の
後
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
を
中

核
に
、
本
来
業
務
の
改
善
に
取
組
む

「
み
や
ま
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
着
手
。

結
果
と
し
て
、
売
上
高
の
大
幅
な
向
上

に
加
え
、
従
業
員
の
連
帯
感
を
生
み
出

す
こ
と
に
成
功
し
た
と
解
説
し
た
。
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